
～令和7年度前期～

大学の開放授業講座

受講生募集案内

埼玉県マスコット 「コバトン」

実施大学

彩の国

対象：

県内在住

５５歳以上
の方

一般の学生と

一緒に

学んでみませんか？

• 聖学院大学
（上尾市）

• 日本薬科大学
（伊奈町）

• 東京国際大学
（川越市）

• 東邦音楽大学
（川越市）

• 埼玉県立大学
(越谷市）

• 埼玉東萌短期大学
(越谷市)

• 埼玉大学
(さいたま市桜区)

• 城西大学
(坂戸市)

• 西武文理大学
(狭山市)

• 十文字学園女子大学
(新座市)

• 東京電機大学
(鳩山町)

• 埼玉工業大学
(深谷市)

• 東都大学
(深谷市)

• 文京学院大学
(ふじみ野市)

• 日本工業大学
(宮代町)

• 淑徳大学
(三芳町)

• 武蔵丘短期大学
(吉見町)

• 日本社会事業大学
(東京都清瀬市)

埼玉県

＼
様々な分野の授業を

開放しています
／

murasugi
ハイライト表示

murasugi
ハイライト表示
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共通事項

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、各大学にてマスク着用、 

  入室前のアルコール消毒等をお願いする場合があります。 

  また、受講方法が変更となる場合があります。 

  詳しくは、各大学にお問合せください。 

１ 大学の開放授業講座について 

県内在住の５５歳以上の方を対象に、生活の充実や社会参加のきっか

けづくりとしていただくため、県と県内・近隣にキャンパスを構える 

２３大学が協力し、授業科目の一部を開放いたします。また、授業は一

般の学生と一緒に行います。 

「学ぶこと」に意欲あふれる元気な皆様の積極的なお申込みをお待ち

しております。 

２ 応募資格 

県内在住で昭和４５年４月１日以前に生まれた方 

３ 授業科目・担当教官・定員・受講料など 

各大学のページまたは巻末の「大学別・科目別一覧表」をご覧くだ

さい。受講科目の概要については各大学のページに掲載しています。

講義内容の詳細をお知りになりたい場合は、各大学へ直接お問い合わ

せください。 

時間割などについて変更があった場合は、県専用ホームページに掲

載いたしますのでご確認ください。 

●県専用ホームページＵＲＬ

http://www.pref.saitama.lg.jp/a0603/4-rikarento.html

４ 単位等

単位は認定されません。 

埼玉県  大学の開放授業講座 検索

http://www.pref.saitama.lg.jp/a0603/4-rikarento.html
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５ 申込期間 

  令和７年２月１日から各大学が指定する締切日まで 

６ 申込先・方法 

 各大学のページをご確認の上、各大学が指定する申込み方法により、

直接申し込んでください。 

７ 個人情報について 

 個人情報につきましては、各大学において適正な管理と保護に努め

ております。申込み時に記入していただいた個人情報については、各

大学において、本開放授業講座に関すること、申込みに付随する統計

処理に関すること、実施する行事等の案内に関すること以外の目的に

は使用いたしません。 

８ 通学について 

  原則として、公共交通機関やスクールバスにより通学してください。 
※大学によっては自家用車による通学が可能な場合があります。詳しくは各大

学のページをご確認ください。

９ 受講について 

各大学の規則に反した場合は、受講をお断りする場合もあります。 
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十文字学園女子大学
じゅうもんじがくえんじょしだいがく

１ 講座名・定員など 

（１）授業科目

科 目 名 担当教員 
実施 

曜日 時限 定員 授業時間 
時期 

芸術を読みとる 森 暁子 

前期 

月 １ 

若干名 

１限  9:00～10:30 

２限 10:40～12:10 

３限 13:00～14:30 

４限 14:40～16:10 

５限 16:20～17:50 

日本文学論Ｂ 小林 実 月 ３ 

日本語学入門 星野 祐子 月 ３ 

日本語学Ａ 星野 祐子 月 ４ 

地域コミュニティ論 大友 由紀子 月 ４ 

健康食育論 徳野 裕子 火 ２ 

恋愛と結婚の科学 山下 倫実 火 ２ 

食育論 鴨下 澄子 水 ２ 

日本と異文化 小林 実 水 ２ 

グループダイナミクス 風間 文明 金 ２ 

児童学概論 近藤 有紀子 他 土 １ 

※上記時間割は令和６年１２月１日現在のものです。

今後、急な時間割変更が発生する場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

※各科目とも授業は１５回の予定です。

※授業は４月１０日（木）から開始しますが、一部変則的な取り扱いがあります。

※授業は原則として対面で実施しますが、学内の感染状況が悪化した場合は、オンライン

授業に切り替える可能性があります。

（２）場所
十文字学園女子大学

〒352-8510 新座市菅沢２－１－２８

※駐車場のご用意が出来ませんので、公共の交通機関でのご来校をお願いいたします。 

[アクセス方法]

●JR 武蔵野線「新座駅」下車、徒歩８分

●東武東上線「志木駅」下車、「清瀬駅北口」

行きバスで「十文字女子大入口」下車、

徒歩５分

●西武池袋線「清瀬駅」下車、「志木駅南口」

行きバスで「十文字女子大入口」下車、

徒歩５分
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２ 受講料等 

（１）受講料 １科目（半期）につき 10,000 円 

（２）その他 教科書等の教材は自己負担によりご用意いただきます。 

（教科書については第１回目の授業で担当教員から説明があります。） 

 ※受講料は、説明会時にクレジットカード・ＩＣカードによる電子決済での 

お支払いとなります。 

 ※一旦納入された受講料につきましては、お返しすることができませんので、 

あらかじめご了承ください。 

 

３ 受講の申込み 

（１） 申込期限 令和７年３月７日（金）（消印有効） 

（２） 申込先 

〒352-8510 埼玉県新座市菅沢２－１－２８ 

十文字学園女子大学 地域連携推進課 

電 話:０４８－４７７－０９５８（直通） 

（３）申込方法 

   官製はがきに以下の事項をもれなく記入の上、郵送でお申込みください。 

    （１）「大学の開放授業講座 受講申込」と明記 

    （２）氏名・ふりがな 

    （３）年齢（令和７年４月１日現在） 

    （４）性別 

    （５）電話番号 

    （６）郵便番号・住所 

    （７）受講希望科目・担当教員名（何科目でも可） 

   ※申込後に、都合により受講できなくなった場合はお早めにご連絡ください。 

 

（４）選抜方法 

   定員を超える場合または多数の申込みがあった場合には、抽選により受講者

を決定します。（受講の可否、受講決定科目は３月下旬を目途に申込者全員に 

お知らせします） 

 

（５）その他 

   本学が示す感染防止対策にご協力をお願いします。 
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４ 各授業科目の概要及び担当教員  

芸術を読みとる 

（森 暁子講師） 

変体仮名（くずし字）の資料を、端正な手書きの文字から子供向け

に出版された絵本まで広く取り上げ、読み解いていきます。今まで

変体仮名に触れたことのない人でも、文脈や挿絵などを手掛かりに

して、なんとなく当たりをつけて読むことができるようになること

を目指します。テキストは『変体仮名の手引〔改訂増補〕』（中野幸

一編、武蔵野書院）を使います。 

日本文学論Ｂ 

（小林 実教授） 

作家・三島由紀夫のナビゲーションで、“文学作品”の読み方を学

びましょう。西洋文法を手本にして、近代日本語の文体は整えられ

ましたが、そのためか、文壇の名作は必ずしも読みやすいものには

なりませんでした。そもそも韻文と散文の区別もあいまいなままで

すし。そうした近代日本文学の特性を“文章”の側面から考察して

まいります。【テキスト】三島由紀夫『文章読本』中公文庫 

日本語学入門 

（星野 祐子教授） 

私たちにとって日本語は無意識的な存在。その無意識的な日本語に

対し意識的になることがこの講義の目的です。講義では、音声・語

彙・文法・方言などの観点から、日本語に関わる興味深い話題を取

り上げます。日本語の奥深さを実感できるはずです。テキストは『や

さしい日本語のしくみ』（庵功雄他著、くろしお出版）を使います。 

日本語学Ａ 

（星野 祐子教授） 

日本語の成立について通時的に観察し、ことばの変化とその要因を

探ります。また、現代語から切り離された過去の言語活動として古

いことばを扱うのではなく、今の日本語への影響やその残存を意識

しながら、日本語の成立を捉えていきます。テキストは『日本語の

歴史』（山口仲美著 岩波新書 2006 年）を使用します。 

地域コミュニティ論 

（大友 由紀子教授） 

農業や中心商店街の衰退により、町内会・自治会に代表される地域

活動が停滞するなか、防災・防犯、福祉、教育、環境等における「地

域」への関心が高まっています。農村社会学、都市社会学、地域社

会学で議論されてきたコミュニティ論の基本を学び、そこでの概念

を用いて、都市と農山漁村における固有の問題、持続可能な地域コ

ミュニティづくりにむけた課題を検討します。 

健康食育論 

（徳野 裕子准教授） 

最近は想定外の自然環境も加わり、感染症と非感染症が存在する社

会で健康で平凡な生活の大切さを痛感します。食育基本法が 2005 年

に施行され、2024 年はウェルビーイング元年といわれました。日々

満たされた健幸を維持・増進するための食育とはどのようなことな

のか、女性の健幸に関連する要因と、今置かれている環境を踏まえ

ながら考えていきたいと思います。 
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恋愛と結婚の科学 

（山下 倫実教授） 

親密な異性関係（恋愛関係・夫婦関係）は人にとって極めて関心の

高い関係です。本科目は、社会心理学の分野で明らかになっている

恋愛や夫婦関係に関する科学的なデータを示し、恋の始まりから終

わりまでを解説します。また、近年の結婚に対する価値観や生活環

境の変化によって影響を受ける夫婦関係についても取り上げます。 

食育論 

（鴨下 澄子講師） 

パソコンを使い食育に関する様々なテーマについて自分で調べ、パ

ワーポイントで資料を作成し、提出します。食べる物を選ぶ力、衣

食住の伝承、食糧問題と環境問題を柱に、「善き食べ手」となるには

どうすればよいか考えていくことを主軸とし、基礎から発展までの

幅広い知識を学びます。 

学外の施設を訪問（2 回予定）し、テーマに沿った課題をパソコンで

作成・提出します（授業時間内）。教科書は使用しません。 

※パソコンの基本操作、パワーポイントでの資料作成、学外の施設

訪問への参加ができる方が受講可能です（保険加入料、入館料、交

通費は別途自己負担）。 

日本と異文化 

（小林 実教授） 

日本列島を、東アジア地域の一部としてみることで、どんな「日本」

の姿が見えてくるのか。漢字、仏教、学問、お茶、空海さまに平清

盛、なぜ足利義満は僧形なのか、倭寇とキリスト教伝来の関係など

など、対外交渉を軸にしたテーマで、古代から江戸時代までの日本

の歴史をふり返ってまいります。テキスト不要。 

グループダイナミクス 

（風間 文明教授） 

グループダイナミクスとは、集団および集団成員の行動に関する法

則性を明らかにしようとする社会科学の 1 分野です。本講座では、

集団内での人間行動に関する心理学的知見を平易に解説します。具

体的には、集団の形成、集団規範への同調と逸脱、集団合議による

意志決定、リーダーシップなどの問題を取り上げる予定です。 

児童学概論 

（近藤 有紀子講師 他） 

少子化が進む中、身近に子どもの姿を感じられる機会も減少しつつ

あります。その一方で、「子ども」の育ち、幼児教育は様々な国で

重要視されています。乳幼児期における様々な経験が、生涯にわた

る人格形成の基礎を培う重要なものとしてつながることを、幼児教

育学科専任教員が各自の専門領域から取り上げ、捉えていきます。 
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